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地
区
本
部
総
代
説
明
会
開
催

行
政
と
連
携
し
、
組
合
員
と
の
情
報
共
有
お

よ
び
情
報
提
供
を
行
い
、関
係
構
築
の
深
化
、

農
畜
産
物
の
販
売
促
進
に
努
め
ま
し
た
。

信
用
共
済
関
連
で
は
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
よ
る
顧
客
満
足
度
の
向
上
を
図
り
、
身

近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
た

活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

く
ら
し
の
活
動

に
お
い
て
は
、
地

域
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的

に
、
女
性
、
青
年

組
織
と
連
携
を
図

り
、
各
種
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、

組
合
員
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
健
康
を
守
る

活
動
と
し
て
「
人
間
ド
ッ
ク
」
等
の
実
施
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

①
営
農
指
導
事
業

水
稲
で
は
、
夏
期
・
冬
期
の
座
談
会
を
通

じ
て
、
近
年
の
高
温
対
策
や
病
害
虫
対
策
に

つ
い
て
情
報
提
供
、
周
知
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
６
年
産
主
食
用
米
の
不
足
に
よ
る
価
格

高
騰
に
よ
り
、
７
年
産
主
食
用
米
の
作
付
け

が
拡
大
す
る
の
に
伴
い
、
飼
料
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
の
作
付
け
が
減
少
見
込
み
の
な
か
、
水

田
利
活
用
に
よ
る
所
得
安
定
対
策
お
よ
び
耕

畜
連
携
の
取
組
み
と
し
て
作
付
面
積
の
維
持
・

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
地
区
本
部
は
６
月

13
日
、
同
地
区
本
部
に
お
い
て
、
第
12
回
地

区
本
部
総
代
説
明
会
を
開
催
し
、
管
内
各
地

区
の
総
代
定
数
69
名
の
内
49
名
の
総
代
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
事
業
報
告
、
令
和
８
年
度
事

業
計
画
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
７
年
度
事
業
報
告

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
地
区
本
部
管
内

で
は
、
農
業
者
お
よ
び
組
合
員
数
の
減
少
が

年
々
進
行
し
、
農
業
生
産
基
盤
お
よ
び
Ｊ
Ａ

の
組
織
・
経
営
基
盤
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
７
年

度
事
業
計
画
の
基
本
方
針
と
し
て
示
し
た
店

舗
の
再
編
と
し
て
「
大
田
中
央
支
店
の
ブ
ラ

ン
チ
化
」
を
実
施
し
、
持
続
可
能
な
経
営
基

盤
の
強
化
と
人
員
の
再
配
置
を
図
り
ま
し
た
。

営
農
関
連
で
は
、
地
域
農
業
振
興
に
む
け

需
要
に
見
合
っ
た
生
産
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

園
芸
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

連
携
し
、
県
域
重
点
推
進
６
品
目
の
産
地
化

と
生
産
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

畜
産
に
つ
い
て
は
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
農
業
振
興

支
援
事
業
」
の
活
用
と
、
行
政
の
支
援
に
よ

り
飼
養
頭
数
の
増
加
を
図
り
ま
し
た
。

②
販
売
事
業

農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
と
消
費
者
の
理
解

醸
成
を
目
的
に
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
店
舗
の
特

売
日
や
、
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
管
内
特

産
品
や
牛
乳
、
乳
製
品
、
卵
の
販
売
促
進
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
関
係
機
関
や
管

内
飲
食
店
・
直
売
所
や
各
種
団
体
と
広
く
連

携
し
、管
内
産「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」「
白
ね
ぎ
」

の
認
知
度
向
上
を
目
的
と
し
た
大
田
市
味
わ

い
ラ
リ
ー
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
特
産
品
現
地
視
察
の

受
け
入
れ
に
よ
り
、
関
東
圏
で
の
大
型
ス
ー

パ
ー
で
の
取
扱
品
目
及
び
出
荷
量
の
拡
大
に

結
び
つ
き
ま
し
た
。

③
購
買
事
業

生
産
資
材
で
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
水
稲
肥
料
・

農
薬
銘
柄
の
普
及
拡
大
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
の
創
出
や
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
と
連
携
し
て
担
い

手
組
織
に
向
け
た
「
大
型
規
格
農
薬
」
提
案

に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
と
取
扱
量
の
拡
大
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
店

舗
で
は
、
地
産
地
消
を
柱
と
し
た
農
畜
産
物

の
消
費
拡
大
に
継
続
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
各
部
署
が
連
携
し
、
自
動
車
農
機

合
同
展
示
会
の
開
催
や
紙
面
展
示
会
・
通
信

販
売
の
実
施
な
ど
、
引
き
続
き
幅
広
い
提
案

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

④
信
用
事
業

信
用
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
と
生
活
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
機
能
強

化
の
取
組
み
と
し
て
年
金
相
談
会
の
定
期
的

な
開
催
や
、
女
性
部
組
織
に
対
し
て
の
相
続

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
ニ
ー
ズ
の
創
出
に
取
組

み
ま
し
た
。

融
資
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
振
興

を
図
る
上
で
必
要
な
資
金
需
要
に
応
え
る
た

め
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
資
金
面
で

の
生
産
者
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

⑤
共
済
事
業

「
寄
り
添
う
活
動
」
と
し
て
組
合
員
・
利
用

者
へ
の
共
済
提
案
活
動
と
３
Ｑ
活
動
に
よ
る
契

約
者
フ
ォ
ロ
ー
の
拡
充
を
図
る
こ
と
で
組
合
員
・

利
用
者
の
期
待
と
信
頼
に
応
え「
安
心
」と「
満

足
」
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
交
通

安
全
・
防
犯
対
策
活
動
を
目
的
に
大
田
市
へ

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
７
基
、
大
田
市
交
通
安
全
協
会

へ
夜
行
反
射
材
１
０
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
事
業
計
画

（
１
）
基
本
方
針

石
見
銀
山
地
区
本
部
管
内
は
人
口
減
少
、

組
合
員
の
高
齢
化
等
の
要
因
か
ら
、
農
業
や

地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し

第12回
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さ
を
増
し
、
農
業
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
が
懸

念
さ
れ
る
と
と
も
に
、
組
織
基
盤
並
び
に
経

営
基
盤
の
弱
体
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
経
営
環
境
の
変
化
を
見
据
え
た
事
業
の

改
革
及
び
業
務
の
改
善
を
進
め
、
持
続
可
能

な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
生
産
者
の
営
農
継
続
と
地
域
農
業

の
振
興
が
Ｊ
Ａ
の
存
在
意
義
で
あ
り
、
事
業

内
容
の
見
直
し
を
含
め
た
業
務
の
効
率
化
や

経
費
削
減
の
徹
底
を
図
り
、
事
業
収
支
の
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）
事
業
方
針

①
営
農
・
農
業
振
興

ア�

．
中
核
的
担
い
手
や
新
規
就
農
者
に
対
し

て
の
積
極
的
な
支
援
活
動
に
よ
る
生
産
拡

大
・
担
い
手
育
成

イ�

．
酪
農
に
お
け
る
市
場
出
荷
に
か
か
る
現

場
支
援
等
の
実
施

ウ�

．
養
鶏
に
お
け
る
本
店
畜
産
課
と
連
携
し

た
販
売
先
の
確
保
お
よ
び
販
路
の
拡
大

エ�

．
繁
殖
和
牛
に
お
け
る
母
牛
の
更
新
及
び

飼
養
管
理
指
導
の
強
化

オ�

．
畜
産
総
合
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
農
家

支
援
・
繁
殖
雌
牛
の
増
頭
・
市
場
出
荷
頭

数
の
拡
大

カ�

．
堆
肥
等
の
利
用
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の

削
減
・
高
品
質
化
を
通
じ
た
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
の
推
進

キ�

．
水
田
園
芸
作
物
の
推
進

ク�

．
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
の
推
進
、
飼
料

用
作
物
の
面
積
拡
大
に
向
け
た
取
組
み

ケ�

．
果
樹
・
野
菜
品
目
の
品
質
向
上
・
収
量

増
大
に
向
け
た
取
組
み

②
く
ら
し
の
活
動

ア�

．『
菜
根
館
』
等
の
地
域
住
民
参
加
活
動

の
継
続

イ�

．『
巡
回
人
間
ド
ッ
ク
』
や
『
農
業
者
・

女
性
部
健
診
』、『
担
い
手
人
間
ド
ッ
ク
』

等
の
健
康
を
守
る
活
動
の
継
続

財務・事業成績の推移� (単位：百万円）
区　分 項　目 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

財 務
事業利益 1 6 12 43 
経常利益 76 81 91 73 
当期剰余金 48 63 33 48 

信用事業 貯金 52,102 50,226 50,733 49,716 
貸出金 13,089 13,582 13,945 13,738 

共済事業 長期共済保有高 160,093 153,428 146,981 140,823 
短期共済新契約掛金 530 519 528 540 

購買事業 購買品供給高 2,735 2,802 2,351 2,695 
販売事業 販売品販売・取扱高 3,179 3,345 3,238 3,705 

業績還元実施額 － 1 0 1 
（注１）財務項目は本店配賦後。貯金は譲渡性貯金を含みます。
（注２）�購買品供給高及び販売品販売高は総額で記載しており、損益計算書における金

額とは一致しません。

質
問
・
意
見
・
要
望
等

Ｑ1

事
業
方
針
と
し
て
、
農
業
振
興
を

図
っ
て
い
く
と
あ
る
。
是
非
、
私
た

ち
生
産
者
が
農
業

を
続
け
て
い
く
た

め
、
農
業
振
興
を

図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

Ｑ2

令
和
８
年
度
の
地
区
本
部
方
針
と
し

て
、
く
ら
し
の
活
動
に
「
巡
回
人
間

ド
ッ
ク
」「
農
業
者
・
女
性
部
健
診
」「
担
い

手
人
間
ド
ッ
ク
」
の
実
施
と
あ
る
が
、
私
も

お
か
げ
で
、
今
、
生
き
て
い
る
。
引
き
続
き

実
施
し
て
欲
し
い
。

Ｑ3

令
和
８
年
産
米
の
価
格
は
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
か
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
全
国
的
に
米
余
り
状
況
に
あ
り
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
も
昨
年
集
荷
し
た
令
和
７

年
産
米
の
約
３
％
が
売
れ
残
っ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
産
米
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
卸
業

者
と
の
価
格
交
渉

が
全
国
的
に
進
ま

な
い
状
況
に
あ

り
、
概
算
金
は
示

せ
な
い
状
況
で

す
。
昨
年
と
は
異
な
り
、
本
年
は
８
月
理
事

会
の
概
算
金
決
定
ま
で
示
せ
な
い
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ4

地
区
本
部

に
予
算
配

分
の
権
限
が
あ
る

の
か
教
え
て
欲
し

い
。Ａ

地
区
本
部

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
、
農
業
振
興

の
特
徴
、
地
域
の
慣
習
が
あ
り
、
事
業
本
部

制
と
な
っ
て
も
地
区
本
部
は
存
置
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
本
部
が
必
要
と
す
る
予
算
に
つ

い
て
は
配
分
し
ま
す
。

Ｑ5

令
和
７
年
度
で
は
決
算
内
容
が
良

く
、
剰
余
金
が
多
く
計
上
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
組
合
員
に
対
す
る
出
資
配
当
が

０・７
５
％
か
ら
１・
２
５
％
に
引
き
上
げ
る

提
案
が
行
わ
れ
る
。
職
員
へ
は
還
元
出
来
な

い
の
か
。

Ａ
令
和
７
年
度
決
算
で
は
剰
余
金
が
確

保
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、
１
・

２
５
％
で
総
代
会
に
提
案
し
ま
す
。
職
員
へ

は
決
算
前
に
年
度
末
手
当
と
し
て
総
額
２
億

円
を
支
給
し
ま
し
た
。

Ｑ6

昨
年
の
総
代
会
で
、
玉
ネ
ギ
施
設
で

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
今
年
は
、
そ
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
の

か
教
え
て
欲
し
い
。

Ａ
現
在
も
厳
し
い
運
営
状
況
に
あ
り
ま

す
。
施
設
利
用
料
の
確
保
が
必
要
で

あ
り
、
併
せ
て
玉
ネ
ギ
生
産
面
積
の
拡
大
を

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ7

持
続
可
能
な
農

業
の
イ
メ
ー
ジ

と
は
。

Ａ
農
業
の
継
続
に

は
所
得
の
確
保

と
農
業
イ
ン
フ
ラ
の
確

保
が
必
要
で
す
。
次
世

代
に
農
業
を
職
業
と
し
て
選
択
し
て
も
ら
え

る
よ
う
成
功
モ
デ
ル
を
提
案
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
が
儲
か
ら
な
い

と
、
農
業
の
後
継
者
が
出
来
な
い
し
、
ま
た

育
た
な
い
。
農
業
で
儲
か
る
よ
う
仕
組
み
づ

く
り
や
支
援
を
関
係
機
関
と
一
緒
に
行
っ
て

い
き
ま
す
。
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箱
両
千

箱
両
千

　
６
月
29
日
、
近
年
、
全
国
的

に
大
規
模
な
災
害
が
相
次
ぐ
な

か
、
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
石

見
銀
山
女

性
部
57
名

は
石
見
銀

山
地
区
本

部
に
て
防

災
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

部
員
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
、
大
田
市
役
所
危
機
管
理
課

の
職
員
２
名

を
講
師
に
迎

え
ま
し
た
。

研
修
会
は

ゲ
ー
ム
感
覚

で
、
災
害
や

防
災
に
関
す

る
知
識
を
楽

し
く
学
び
つ

　

７
月
１
日
、「
加
工

グ
ル
ー
プ
あ
い
」
は
Ｊ

Ａ
グ
リ
ー
ン
お
お
だ
店

で「
グ
リ
ー
ン
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
、
多
く
の
来

店
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　
店
内
に
設
け
ら
れ
た

カ
フ
ェ
で
は
、
田
植
え

の
労
を
ね
ぎ
ら
う
時
期

に
食
べ
ら
れ
て
き
た
伝

統
的
な
郷
土
料
理
が
振

る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
提

供
さ
れ
た
の
は
、
ど

じ
ょ
う
に
似
せ
た
細
長

い
お
団
子
と
小
豆
が

入
っ
た
、
ぜ
ん
ざ
い
仕

立
て
の
汁
「
ど
ろ
お
と

し
だ
ん
ご
（
ど
じ
ょ
う

だ
ん
ご
）」
や
、
お
に

ぎ
り
、
酢
の
物
な
ど
。

訪
れ
た
人
々
は
、
季
節

を
感
じ
る
味
わ
い
を
楽

し
み
な
が
ら
、
談
笑
の

ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し

た
。

　
来
店
者
か

ら
は
「
普
段

　
大
田
市
Ｇ
Ａ
Ｐ
生
産
者
協
議

会
は
7
月
9
日
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

石
見
銀
山
地
区
本
部
で
救
命
救

急
講
習
を
内
容
と
す
る
「
第
1

回
美
味
し
ま
ね
認
証（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
美
味
し
ま
ね
認

証
を
受
け
た
管
内
の
生
産
者
な

ど
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
田
消
防
署
か
ら

２
名
の
講
師
を
迎
え
、
心
肺
蘇

生
や
応
急

手
当
の
基

本
を
指
導

い
た
だ
き

ま
し
た
。

万
が
一
の

事
故
や
急

病
時
に
ど

の
よ
う
な
行
動
を
取
れ
ば
よ
い

の
か
を
改
め
て
確
認
す
る
貴
重

な
機
会
と

な
り
ま
し

た
。

　
講
習
で

は
、
人
形

を
使
っ
た

心
肺
蘇
生

の
実
技
に

つ
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
に
つ
い

て
改
め
て
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
自
宅
で
被
災

し
た
時
の
対
処
法
や
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
方
、
防
災
情
報

の
確
認
方
法
、
非
常
持
ち
出
し

品
、
各
種
災
害
に
対
す
る
心
構

え
、
大
田
市

防
災
メ
ー
ル

の
活
用
方
法

な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

　
今
回
の
防

災
研
修
会
を

通
し
て
、
各
部
員
が
普
段
の
備

え
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行

い
、
地
域
や
家

庭
で
の
防
災
意

識
を
高
め
る
有

意
義
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な

い
伝
統
料
理
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
、
大
変
お

い
し
か
っ
た
」
と
の
声

が
聞
か
れ
、
会
場
に
は

笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
は
、
今

後
も
同
店
に
特
設
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
旬
の
食

材
を
使
っ
た
り
地
域
の

伝
統
行
事
や
風
習
に
ち

な
ん
だ
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
く
予
定

で
す
。「
来
店
者
の
皆

さ
ん
に
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
場

所
に
し
た
い
」
と
、
今

後
の
活
動
に
も
意
欲
を

見
せ
て
い
ま
す
。

加
え
、
消

防
署
職
員

か
ら
現
場

で
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を

交
え
た
説

明
が
あ

り
、受
講
者
は
「
も
し
も
の
時
」

に
必
要
と
な
る
具
体
的
な
対
応

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
質
疑

応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、
参
加

者
が
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
倒
れ

た
人
を
発
見
し
た
と
き
の
通
報

の
流
れ
や
胸
骨
圧
迫
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
な
ど
、
実
践
的
な
知

識
と
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。　

　
本
研
修
会
は
、
冬
に
第
2
回

目
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
、

継
続
的
な
研
修
を
通
じ
て
、
今

後
も
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
と
あ

わ
せ
て
安
全
・
安
心
な
農
業
経

営
と
一
層
の
安
全
対
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

TOPICS

1
●
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見
銀
山
女
性
部

防
災
研
修
会

TOPICS

3

TOPICS

2
●
加
工
グ
ル
ー
プ
あ
い

グ
リ
ー
ン
カ
フ
ェ
で
地
域
に
笑
顔

●
大
田
市
Ｇ
Ａ
Ｐ
生
産
者
協
議
会

救
命
救
急
講
習
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７
月
15
日
、
静
間
小
学
校
の

３
年
生
29
名
が
鳥
井
町
内
の
ハ

ウ
ス
を
訪
れ
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
の
袋
掛
け
を
体
験
し
ま

し
た
。
同
校
で
は
、
大
田
市
ぶ

ど
う
生
産
組
合
の
協
力
の
も

と
、
年
間
を
通
じ
た
ぶ
ど
う
栽

培
を
学
ぶ
総
合
学
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
同
組
合
員
の
小

野
健
さ
ん
か
ら
「
虫
や
病
気
か

ら
ぶ
ど
う
を
守
る
た
め
に
袋
を

掛
け
る
ん
だ
よ
」
と
作
業
の
目

的
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
実

際
の
お
手
本
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
小
野

さ
ん
や
同
組
合
の
宇
谷
元
希
さ

ん
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
作

業
に
挑
戦
。
そ
れ
ぞ
れ
「
お
い

し
く
な
あ
れ
」
な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
や
思
い
思
い
の
イ
ラ
ス

ト
を
描
い
た
袋
を
、
粒
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
た
大
き
な
房
に
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
掛
け
て
い
き

ま
し
た
。

　

作
業
を
終
え
た
児
童
か
ら

は
、「
今
度
来
る
時
が
楽
し

み
！
」「
９
月
に
は
お
い
し
い

　
７
月
10
日
、
温
泉
津
町
施
設
園

芸
組
合
は
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
の
特

売
日
に
合
わ
せ
て
ア
ム
ス
メ
ロ
ン

の
試
食
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
日
は
開
店
前
か
ら
多
く
の
お
客

さ
ん
が
列
を
な
し
、
開
店
と
同
時

に
試
食
コ
ー
ナ
ー
は
大
賑
わ
い
と

な
り
ま
し
た
。

　

試
食
し
た
お
客
さ
ん
か
ら
は
、

「
美
味
し
い
」「
甘
い
」「
毎
年
買
っ

て
い
る
が
、
温
泉
津
の
メ
ロ
ン
は

安
く
て
良
い
」「
い
つ
頃
が
食
べ

頃
か
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
今
年
の
出
来
は
例
年
に
比
べ
て

順
調
で
、
裂
果
が
少
な
い
一
方

で
、
一
部
に
し
お
れ
が
見
ら
れ
る

ほ
か
、
サ
ル
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
サ
ル
が
ハ
ウ
ス
の

中
ま
で
入
り
込
む
た
め
、
生
産
者

は
対
策
を
し
な
が
ら
収
穫
作
業
を

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
石
見

銀
山
地
区
本
部
と
Ｊ

Ａ
共
済
連
し
ま
ね

は
、
７
月
15
日
に
県

立
邇
摩
高
等
学
校
を

訪
れ
、「
第
15
回
高

校
生
の
神
楽
甲
子

園
」（
７
月
25
日
～
、

広
島
県
安
芸
高
田
市

で
開
催
）
に
出
場
す

る
同
校
石
見
神
楽
部

へ
支
援
金
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
同
校
の
石
見
神
楽

部
は
、
平
成
28
年
に

同
好
会
と
し
て
発
足

後
、
地
元
社
中
に
所

属
し
て
い
た
歴
代
の

部
員
を
中
心
に
引
き

継
が
れ
、
平
成
30
年

に
は
「
部
」
へ
と
昇

ぶ
ど
う
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い

な
」
と
い
っ
た
期
待
に
満
ち
た

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
体
験
後
、宇
谷
さ
ん
は
、「
私

た
ち
が
普
段
行
っ
て
い
る
作
業

を
体
験
し
、
理
解
し
て
も
ら
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

格
し
ま
し
た
。
全
国

21
校
が
競
演
し
た
本

大
会
で
は
、演
目「
天

神
」
を
披
露
し
ま
し

た
。

　
神
楽
は
、
秋
の
収

穫
を
神
々
に
感
謝
す

る
た
め
舞
い
継
が
れ

て
き
た
も
の
で
あ

り
、
農
村
文
化
を
次

世
代
へ
継
承
す
る
重

要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
と
Ｊ
Ａ
共
済
連

で
は
、
未
来
を
担
う

高
校
生
の
人
材
育
成

や
地
域
振
興
に
寄
与

す
る
た
め
、
今
後
も

こ
う
し
た
神
楽
活
動

へ
の
支
援
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

TOPICS

6

TOPICS

5
●
大
田
市
ぶ
ど
う
生
産
組
合

静
間
小
学
校
３
年
生
が
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
袋
掛
け
を
体
験

●
第
15
回
高
校
生
の
神
楽
甲
子
園

邇
摩
高
校
に
支
援
金
贈
呈

TOPICS

4
●
温
泉
津
町
施
設
園
芸
組
合

Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
で
メ
ロ
ン
の
試
食
販
売
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令和9・10・11年版
3年間の記録が
ひと目で見渡せる「3年連用日記」

お申込み締切日

9月30日
商品お届け日
12月中旬頃

お近くのJA窓口へ
お申込みください！

12月には品薄となりますので、お早めにお申込みください。
なお、万一品切れの場合にはご容赦ください。

サンプル帳はこちらから
ご確認いただけます▼

※�電子サンプルは令和8・9・10年版の3年連用日記をご掲載
しておりますが、商品は令和9・10・11年版でのお届けに
なります。

組
合
員
の
皆
様
へ

石見銀山地区本部版

娘
と
一
緒
に
自
家
製
の
み
そ
造
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
わ
が
家
に
は

甘
さ
の
強
い
白
み
そ
と
塩
味
の
強
い
赤
み

そ
、
他
に
も
豆
み
そ
な
ど
、
数
種
類
の
み

そ
を
常
備
し
て
い
て
、
み
そ
汁
の
具
や
料

理
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
て
い
ま
す
。
そ

の
様
子
を
見
た
娘
に
、
ど
う
し
て
み
そ
に

は
赤
や
白
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る

の
か
と
聞
か
れ
、
み
そ
の
造
り
方
を
一

緒
に
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
実
際
に
み

そ
を
造
っ
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　

大
豆
を
し
っ
か
り
浸
水
し
、
軟
ら
か
く

ゆ
で
て
よ
く
つ
ぶ
し
、
米
こ
う
じ
と
塩
を

混
ぜ
て
、
後
は
じ
っ
く
り
寝
か
せ
て
様

子
を
見
な
が
ら
熟
成
さ
せ
ま
す
。
最
初

は
白
っ
ぽ
い
み
そ
も
、
１
カ
月
、
そ
し

て
３
カ
月
と
時
が
た
つ
に
つ
れ
少
し
ず

つ
色
づ
い
て
、
み
そ
の
香
り
が
し
て
き

ま
す
。
３
カ
月
を
過
ぎ
る
と
、
少
し
ず

つ
み
そ
の
「
た
ま
り
」
と
い
う
、
し
ょ

う
ゆ
の
よ
う
な
も
の
も
で
き
て
き
ま
し

た
。
み
そ
は
寝
か
せ
る
こ
と
で
お
い
し

く
な
る
の
で
、
娘
に
と
っ
て
は
育
て
て

い
る
気
持
ち
に
な
る
よ
う
で
す
。
容
器

を
の
ぞ
い
て
は
色
や
様
子
、
に
お
い
を

観
察
し
、
観
察
日
記
を
付
け
て
い
ま
す
。 

　

赤
み
そ
と
白
み
そ
の
大
き
な
違
い
は
、

熟
成
期
間
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な

魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
熟
成
期
間
が
長

く
な
り
発
酵
が
進
む
と
、
ア
ミ
ノ
酸
と
糖

の
反
応
で
あ
る
ア
ミ
ノ
カ
ル
ボ
ニ
ル
反

応
が
進
み
、
褐
色
へ
と
変
化
し
て
い
き

ま
す
。
赤
み
そ
は
塩
分
濃
度
が
高
い
た

め
、
保
存
期
間
も
長
く
、
長
い
熟
成
期

間
に
よ
っ
て
う
ま
味
や
こ
く
が
出
ま
す
。 

　

一
方
、
白
み
そ
は
貯
蔵
期
間
は
短
い
で

す
が
、
塩
分
濃
度
が
低
く
、
こ
う
じ
の
割

合
は
多
く
な
り
、
甘
く
ま
ろ
や
か
な
味
わ

い
に
な
り
ま
す
。
他
に
も
こ
う
じ
の
種
類

を
変
え
る
こ
と
で
豆
み
そ
や
麦
み
そ
な
ど

風
味
が
違
う
み
そ
が
出
来
上
が
り
ま
す
。 

　

古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た
み
そ

は
栄
養
が
あ
り
、
体
に
欠
か
せ
な
い
必
須

ア
ミ
ノ
酸
も
含
ま
れ
、
消
化
・
吸
収
率
も

高
く
日
本
人
に
は
欠
か
せ
な
い
調
味
料
で

す
。
も
と
も
と
み
そ
が
大
好
き
な
子
ど
も

た
ち
で
す
が
、
自
ら
み
そ
造
り
に
挑
戦
し

た
こ
と
で
、
み
そ
が
で
き
る
ま
で
に
と
て

も
時
間
が
か
か
る
こ
と
、
自
然
の
力
に
よ

り
お
い
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
学
び
、

み
そ
が
よ
り
好
き
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
●
岡
村
麻
純

イ
ラ
ス
ト
：
宮
下
め
い
子

初
め
て
の
み
そ
造
り

タ
レ
ン
ト
・
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

岡
村
　
麻
純
（
お
か
む
ら
　
ま
す
み
）

お
茶
の
水
女
子
大
学
食
物
科
学
講
座
（
現
在
の
食
物
栄
養
学
科
）
卒
業

大
学
で
は
食
育
を
テ
ー
マ
に
研
究
　

男
女
3
児
の
母
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増田職員の
独り言

増田職員の
独り言

【ヌキ】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父
１ 長久 岩崎智佐子 376 265 暁之藤 花清光 美国桜 安福久

２ 多根 三登　芳己 361 271 北美津久 芳之国 美津照重 勝忠平

３ 志学 高田　雅晴 320 291 福之鶴 北美津久 金太郎3 美国桜

４ 山口 三浦　英範 359 265 北美津久 美国桜 幸紀雄 安福久

５ 富山 白石　健治 318 262 福勝鶴 耕富士 安福久 忠富士

５ 波根 株式会社熟豊ファーム 333 291 暁之藤 耕富士 秀百合久 福之国

【メス】
順位 地 区 氏　名 体重 日齢 父 祖父 祖祖父 祖々祖父

１ 富山 和田　義一 305 289 福之鶴 百合茂 平茂勝 金幸

２ 志学 高田　雅晴 339 279 暁之藤 安福久 勝忠平 平茂勝

３ 富山 白石　　尚 328 291 暁之藤 満天白清 忠富士 茂福（宮崎）

４ 久手 川上　　泉 302 287 福之鶴 安福久 百合茂 茂重桜

５ 志学 西谷　悟郎 362 311 貴隼桜 久茂福 勝忠平 平茂勝

7 月子牛市場の成績表 （本人取り含む・金額は税込）

種別 市場 取引頭数 最高価格 最低価格 平均価格 対前月 対前年同月 平均体重 平均日齢
管内 27 880,000 467,500 748,326 -34,737 159,363 289 284

メス 中央 98 1,054,900 414,700 799,902 -9,229 206,261 291 283
県 142 1,054,900 414,700 797,546 -11,585 197,849 295 282
管内 21 1,078,000 504,900 837,729 -25,628 200,305 312 273

ヌキ 中央 108 1,156,100 441,100 885,347 -6,077 245,533 318 281
県 159 1,156,100 436,700 884,642 -6,782 228,708 322 280
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石見銀山地区本部版

石見銀山地区本部管内 7月子牛市場ランキング  ベスト５（本人取り除く）

きゅうり・なす・トマト・菊・オクラ・
ピーマン・押し寿司・しそ・
ズッキーニ・しびき

なす・きゅうり・みょうが・しびき・
オクラ・ミニトマト・ピーマン・トマト・
さかき・なすからし漬

すいせんの
里

JAグリーン
おおだ

1,442点

22,172点

※このコーナーは、石見銀山産直出荷者協議会の情報コーナーです。

みんなの直売市情報

JAグリ－ンおおだ、すいせんの里、生産販売課

２店舗合同セール
ポイント５倍デー

毎月  ５日、15日、25日（５のつく日）
たまご半額の日

毎月 10日、20日、30日（０のつく日）
切花・鉢花10％ OFFの日

毎月  ８日、18日、28日（８のつく日）

８月の売上ベスト10（数量ベース）※苗物・海産物を除く

９月11日㊎～13日㊐ ９月25日日㊎～27日日㊐
JAグリーンおおだ、すいせんの里

９月の特売日

月例特売 月例特売

とうもろこし…夏の不調改善（ひげは漢方薬）　ゴーヤ…身体のほてり取り、疲労回復　
枝豆…疲労回復、アルコール代謝促進　モロヘイヤ…肥満、糖尿病、便秘、骨粗しょう症
等の改善、血管粘膜強化、ストレス解消　すいか…身体の熱さまし、むくみ解消等水分調整、
血管若返り、解毒や疲労回復

一般的に言われている
旬の野菜の薬膳効果
～夏 第３弾～

▲
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最
高

富
山
町和

田
　
義
一
さ
ん

連日の猛暑が続いて居りますがいかがお過ごしでしょうか？
平素はJAグリーンをご利用頂きまして誠にありがとうございます。
店頭には季節の産直野菜「きゅうり」や「トマト」、果物は「ぶどう」など多く並んでお

りますので是非ご来店ください。
産直野菜の出荷者の皆様におかれましては、水分補給をしっかりとなされまして、より多

くの出荷をお待ちしております。
今後ともJAグリーンおお

だを宜しくお願い致します。
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問い合わせ　JAしまね石見銀山地区本部 生活典礼課　☎0854-84-9071
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今月の料理

9月の 外勤日（ふれあいの日）は
16日（水）・17日（木）・18日（金）

※�９月16日（水）：三瓶店、高山店は
休業いたします。

地元の食材を美味しく調理
辻調理師専門学校卒業、3人の子育て中

フリーアナウンサー　

　谷　夏海さん

「夏野菜でご飯を食べよう！」

JAしまねびより石見銀
山地区本部版は、バッ
クナンバーでご覧いた
だけます

〈材料の目安〉
◦豚ひき肉………………… 250g
◦タマネギ………………… 1/2個
◦ズッキーニ………………… 1本
◦パプリカ………………… 1/2個
◦エリンギ…………………… 1本
◦トウモロコシ…………… 1/3本
◦卵………………………… 人数分
◦ごはん……………………… 適量
◦ブラックペッパー……… お好み
◦食用油………………… 小さじ2
◦味塩コショウ……………… 適量
◦ニンニクのみじん切り…… 適量

◦輪切りの乾燥唐辛子……… 少々
◦生バジルなどお好みのハーブ
　……………………………… 適量

【合わせ調味料】
◦ナンプラー…………… 大さじ1
◦濃口醤油……………… 小さじ1
◦鶏がらスープの素
　………………… 小さじ1と1/2
◦オイスターソース
　………………… 小さじ1と1/2
◦砂糖…………… 小さじ1と1/2

〈材料の目安〉
◦アジ半身………4枚（15cm程度）
◦キュウリ………………… 1/2本
◦パプリカ………………… 1/4個
◦ミニトマト………………… 4個
◦ニンニクのみじん切り
　………………………… ひとかけ
◦レモン…………………… お好み
◦味塩コショウ……………… 適量
◦オリーブ油…………… 大さじ1

【ソースの材料】
◦オリーブ油…………… 大さじ2
◦バジルペースト……… 小さじ1
（作ってる人もいるよね？無ければ
細かく刻むもあり！）

◦ブラックペッパー……… お好み
◦ニンニクのすりおろし…… 適量
◦塩…………………… 小さじ1/2
◦砂糖………………… 小さじ1/2

①夏野菜のガパオライス ②アジのソテー夏野菜ソース

〈作り方〉
�❶ �パプリカ、タマネギ、ズッキーニ、エリンギを2㎝角に切る。
❷ �トウモロコシはラップに包み、500wで5分加熱して粒を芯から外す。
❸ �フライパンに油、ニンニクのみじん切り、輪切りの乾燥唐辛子を入
れ弱火で香りを出す。

❹ �❸に豚ひき肉を加え色が変わるまで炒める。
❺ �❹にタマネギ、パプリカ、ズッキーニ、エリンギ、塩コショウを加え、
タマネギに火が通るまで強火で炒める。

❻ �強火のまま❺に合わせ調味料、ブラックペッパー、トウモロコシ、
バジル（手でちぎる）を加えて水分を飛ばす。

❼ �ご飯に❻をかけ、目玉焼きをのせて完成！

【ガパオ】
タイの屋台料理として日常的に親しまれつつ、日本でも手軽に本格的な
エスニック感を楽しめる。
「ガパオ」はハーブ、ホーリーバジルを指す名称です。

〈作り方〉
�❶ �キュウリ、パプリカは1㎝角、ミニトマトは1/4に切る。
❷ �ボウルにソースの材料、キュウリ、パプリカ、ミニトマトを入れ混
ぜ合わせる。

❸ �アジに塩コショウし、両面に小麦粉を薄くまぶす。
❹ �フライパンにオリーブ油、ニンニクを入れ弱火で香りを出す。
❺ �アジの余分な粉を落として中火で皮目から焼き、両面に色がつくま
で焼く。

❻ �アジに❷のソース、お好みでオリーブオイルを回しかけ、レモンを
添えて完成！

※ふりふりストッカーで薄く粉をまぶす。

・ソテー……………… 少量の油脂で食材を短時間炒め焼きにする調理法。
・ムニエル…………………………………………………………………………
主に魚に小麦粉をまぶしバター多めで焼くソテーの一種です。ムニエル
は粉の衣で表面がカリッとし、身がしっとり仕上がるのが特徴です。
・ソースは彩りが綺麗で、どんなお魚にもあう！白身魚もおすすめ。
※レモンを絞ってもらうと酸味も加わり、夏にもピッタリ！

提供：JAしまね石見銀山地区本部

バジルってプランターでも簡単に育てられますよね。夏野菜と合わせると食が進むので、苗を見かけたら一株育ててお
くと便利です。

ぎんざんテレビ担当ディレクターの一言
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